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理 念 等 

 
 理 念  

 
滋賀医科大学は、地域に支えられ、地域に貢献し、世界に羽ばたく大学として、医学・

看護学の発展と人類の健康増進に寄与することを理念とする。 

 

 使 命  
 

１．豊かな教養、確かな倫理観、高い専門的知識を有する信頼される医療人を育成すること。 

２．研究倫理と独創性を有する研究者を養成し、特色ある研究を世界に発信すること。 
３．信頼と満足を追求するすぐれた全人的医療を地域に提供し、社会に貢献すること。 

 

 医学科 教育目標  
 

医学部医学科では、本学の使命のもと、豊かな教養と確かな倫理観を備え、高度な専

門的知識と技能を有し、教育・研究・臨床等の実践の場で中心的な役割を担い、地域医

療、社会福祉、国際社会に貢献する人材の育成を目指しています。 

 
教養と倫理観 

一般教養、医の倫理、行動科学等の講義・実習を通じて、医のプロフェッショナルに

求められる豊かな人間性と確固たる倫理観を醸成する。 

本学は、昭和 49 年 10 月に医学部医学科を設けて開学し、昭和 53 年 10 月には附属病院を

開院しました。昭和 56 年３月に第１回卒業生を送り出し、昭和 56 年には大学院医学専攻博

士課程を設置しました。また、平成６年には医学部に看護学科を、平成 10 年には大学院に修

士課程看護学専攻を設置しました。さらに、令和６年には大学院に看護学専攻博士後期課程を

設置し、設置にあわせて、修士課程を博士前期課程に名称変更しました。 
医学科においては、６年の教育課程を修了し、卒業を認定された者に対して、学士（医学）

の学位を授与します。また、卒業すると、医師国家試験受験資格が得られます。 
なお、医学科には PhD‐MD 制度があります。PhD‐MD 制度とは、医学科４年修了後ただ

ちに大学院に進学して、博士号の学位（PhD）を取得した後、本人の意思により医学科５年に

復学して臨床医を目指す道、あるいは基礎系研究者となる道のいずれかを選択できる制度のこ

とをいいます。 
看護学科においては、４年の教育課程を修了し、卒業を認定された者に対して、学士（看護

学）の学位を授与します。また、卒業すると、看護師の国家試験受験資格が得られます。なお、

保健師または助産師の課程（いずれも選択制・定員制・学内選抜）を修了した者は、看護師の

ほかに保健師または助産師の国家試験受験資格も得られます。 
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専門性 

基礎医学、臨床医学及び社会医学等の講義・実習を通じて、医師・医学研究者になる

ための幅広い知識、技能を涵養する。 

 
科学的探究心と国際性 

研究室配属、研究医養成コース、海外留学等を通じて、科学的探究心や国際的な研究・

医療に貢献する素養を養成する。 

 
地域医療への貢献 

地域医療体験実習、学内外の臨床実習等を通じて、地域医療の意義を理解し、全人的

医療を地域に提供できる能力を養成する。 

 

 看護学科 教育目標   
 

医学部看護学科では、本学の使命のもと、豊かな教養と確かな倫理観を備え、高度な

専門的知識と技術を有し、教育・研究・臨床等の実践の場で中心的な役割を担い、地域

のニーズに合わせた看護職の役割を理解することができる次のような能力を備えた人材

育成を目指しています。 

 
教養と倫理観 
一般教養、医療の倫理、行動科学等の講義・実習を通じて、看護の対象となる多様な人々

の信条、人格、権利を尊重し、確固たる倫理観をもって行動できる豊かな人間性を養う。 

 
専門性 

看護実践のエキスパートを目指して、健康上のニーズを把握し、支援するために必要

な基本的能力、包括的な保健・医療・福祉の実践における多職種・多機関との連携・協

働の必要性を認識し、看護職としての責任を果たす能力を養う。 

 
科学的探究心と国際性 

問題発見力・論理的思考力を身につけ、国際的見地に立ち、将来の看護専門職リーダー

として成長できる素養を養う。 

 
地域医療への貢献 

国内外の保健・医療・福祉環境の変化に関心を持ち、地域医療に貢献できる能力を養う。 
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求める学生像 

近年、生命科学の分野は著しく進歩し、医学に関する知識量は膨大となり、また新たな学問

分野も生まれつつある。一方、医学・医療に対する社会のニーズは多様化し、医学・医療のみ

ならず、生命科学、福祉、国際医療等、様々な分野において、有能な人材が求められている。

このような状況の中、本学の理念に基づき、医療人に必要な学識・能力・技能を修得する素養

を持ち、医学の修得に真摯に、また熱意を持って取り組む、次のような人材を求めている。 

１．医学の修得に必要な幅広い基礎学力と応用力を有する者 
２．十分なコミュニケーション能力を持ち、協調性や他者への思いやりのある者 
３．大いなる好奇心を持ち、自ら考え自ら解決する気概のある者 
４．地域医療に深い関心を持ち、特に滋賀県の医療に貢献する意欲を持つ者 
５．国内外における医学・医療研究の実践及び発展のために、生涯を通じて真摯に取り組む者 

入学者選抜の基本方針 
「求める学生像」に沿った人材を選抜するために、一般選抜（地域医療枠を含む）、学校推

薦型選抜（地元医療枠を含む）、第２年次学士編入学試験を行っている。地域医療枠、地元医

療枠では、滋賀県の医療に情熱を持って従事しようとする者を望んでいる。 

 

１．一般選抜（前期日程） 
大学入学共通テスト、個別学力検査、面接及び調査書（地域医療枠は志願理由書を含む）を

総合して選抜を行う。大学入学共通テストでは幅広い基礎学力を測り、個別学力検査では、「数

学」、「理科」、「外国語（英語）」を課すことにより、自然科学分野における幅広い教養と

深い知識、応用力とともに、理解力、読解力、語学力を測る。面接及び調査書等の提出書類で

は意欲、協調性、倫理観、コミュニケーション能力等を評価する。 
 

２．学校推薦型選抜 
学校長の推薦書、調査書、志望理由書並びに大学入学共通テスト、小論文、面接を総合して

選抜を行う。大学入学共通テストでは幅広い基礎学力を測り、小論文では理解力、思考力及び

表現力を評価し、調査書等の提出書類と面接では地域医療への意欲、協調性、自己表現力、リー

ダーシップ、倫理観、コミュニケーション能力等を評価する。 

 

 

医学部医学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識と能力の修得を可能とする教育課程を

以下のように編成し、提供します。 
 

１.  教育課程の編成の方針 
授業科目を医学教養科目、外国語科目、専門基礎科目Ⅰ（基礎科学）、専門基礎科目Ⅱ（医

学導入）、専門科目Ⅰ（基礎医学）、専門科目Ⅱ（臨床・社会医学）、専門科目Ⅲ（臨床実習）

として体系的に区分し、それらを低学年次からくさび型に配置することにより、６年間を通し

医学科  アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 

医学科 カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
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て医のプロフェッショナルとして必要な知識、技能、倫理観及び科学的探究心を養うことを目

標にした教育課程を策定する。 

２.  教育課程における教育・学修方法に関する方針 
（１）プロフェッショナリズム 

６年間を通じて豊かな教養や医療人としての確固たる倫理観及び社会性を養うため、行

動科学、生命・医療倫理学などを含む医学教養科目を低学年次からくさび型に配置する。

また、医学教養科目に区分する授業科目においては、専門にかかわらず求められる「ジェ

ネリック・スキル（汎用的技能）」を養成する。 

（２）専門的な医学知識に基づく問題対応能力 
専門科目Ⅰ（基礎医学）においては、医学の基本的概念の理解を助けるとともに問題発

見･解決能力、自己開発能力を養うため、臨床医学との接続を踏まえた講義形式の授業に加

え、少人数で行う実習形式の授業を実施する。専門科目Ⅱ（臨床・社会医学）における臨

床系授業科目では、疾患の系統的理解を助けるため、授業科目を臓器･器官別に、関連する

分野との垂直的・水平的統合のうえで編成する。 

（３）基本的診療技能に基づく全人的医療 
確かな臨床推論能力を養うため、専門科目Ⅱ（臨床・社会医学）において、横断的臨床

領域の具体的な症例を TBL 形式で学ぶ授業科目を導入する（TBL：チーム基盤型学習)。
さらに、全人的医療を提供するための基本的能力を養うため、行動科学に関する授業科目

を医学教養科目として低学年から継続的に配置する。専門科目Ⅲ（臨床実習）においては、

学生が「臨床実習生（医学）」として、教員の指導のもとに診療チームの一員となって診

療に参加し、基本的臨床手技や臨床推論能力を身につけることができるよう、診療参加型

臨床実習を実施する。さらに、より実践的な診療技能を修得できるよう、医学部附属病院

だけでなく、市中病院や診療所での診療参加型臨床実習を実施する。 

（４）コミュニケーションと多職種連携 
医学教養科目において、適切なコミュニケーション方法を身につけることができるよう

初年次教育科目を開講する。また、本学看護学科との合同授業科目を複数設置することに

加え、専門基礎科目Ⅱ（医学導入）において、地域の保健医療福祉施設や医学部附属病院

における実習を配置することで、早期からの多職種連携教育を実施する。その他、教育課

程では一貫してグループワークや TBL などのアクティブラーニングの手法を取り入れる

ことによりコミュニケーション能力や協働する姿勢を涵養する。 

（５）地域医療への貢献 
専門科目Ⅱ（臨床・社会医学）における社会医学系授業科目では、国内外の保健や公衆

衛生等、人々の健康増進に必要な社会医学の役割と課題について理解を深めることができ

る多様な講義・実習を配置する。また、それらの社会医学系授業科目との接続を踏まえて、

医学教養科目に区分される社会科学系科目を低学年次から継続的に配置することにより、

医療を社会の一部として捉える視点を養成する。さらに、低学年次から継続的にプライマ

リ・ケアに関する講義・実習を実施することに加え、地域医療教育研究拠点病院や県下の

診療所において診療参加型臨床実習を実施することで、地域医療に貢献するための能力を

育成する。 
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（６）科学的探究心と国際的視野 
低学年から最先端の基礎医学研究に触れる授業科目を配置するとともに、自ら研究テー

マを設定し、国内外で研究活動を行う授業科目を配置することにより、すべての学生が医

学研究を体験し、研究に対する意欲や理解力を養う機会を提供する。さらに、「研究医養

成コース」と連動する授業科目の配置により、学生の興味関心の程度に応じてより深く研

究に関われる環境を整備する。また、国際的視野を養うことを目指し、継続的に英語教育

を実施するとともに、医学研究・臨床実習においてそれぞれ海外研修の機会を提供する。 

（７）情報・科学技術の活用 
発展し続ける情報化社会や人工知能等の情報・科学技術を理解し、またそれらと向き合

うための倫理観を身につけ、これらの技術を正しく活用できるよう、６年間を縦断するよ

うに数理科学・統計学・情報科学等に関する授業科目を配置する（「数理・DS・AI 時代

の医療人育成教育プログラム」）。 

（８）生涯にわたって自律的に学ぶ姿勢 
医学教養科目に、自主能動的に学修するために必要な心構えや学修・思考法を身につけ

ることを目的とする初年次教育科目を配置する。また、医学・医療に直接関連する講義・

実習を入学後早期から配置し、学生の医学修得の動機付けを積極的に行う。 
 
３. 学修成果の評価の方針 

・シラバスに記載された学修目標について、筆記試験、実技試験、レポート等、多面的な評

価方法により、それぞれの到達状況を客観的に評価する（授業科目レベル）。 
・共用試験 CBT・OSCE や医師国家試験に準拠して実施する卒業試験等によっても随時学

修成果を評価することに加え、ディプロマ・ポリシーに基づいて策定したアウトカムの

達成状況によって学修成果を評価する（教育課程レベル）。 

 

 
医学部医学科では、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間在学し、所定の単位を

修得し、次のとおり優れた知識と能力を身につけた学生に学士（医学）の学位を授与します。 
 
１．プロフェッショナリズム 

豊かな人間性と確固たる倫理観を備え、他者の立場を尊重して利他的に行動し、医のプロ

フェッショナルとして自己の向上を図ることができる。 

２．専門的な医学知識に基づく問題対応能力 
発展し続ける基礎医学、行動科学、社会医学、臨床医学の幅広い知識を有し、診療や研究の

場で活用することができる。 

３．基本的診療技能に基づく全人的医療 
基本的診療技能や臨床推論能力を有し、患者の抱える問題を臓器横断的に捉え、心理・社会

的背景を踏まえて全人的医療を実践することができる。 

４．コミュニケーションと多職種連携 
十分なコミュニケーション能力や協調性を有し、多職種と連携・協働して、患者とその関係

医 学 科  デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 の 認 定 に 関 す る 方 針 ） 
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者を支援することができる。 

５．地域医療への貢献 
国内外の保健・医療・福祉に関する知識を有し、地域社会・国際社会の多様な要請を踏まえ

て医療を提供し、公衆衛生の向上に貢献することができる。 

６．科学的探究心と国際的視野 
科学的探究心を有し、基本的研究手法と研究倫理を修得し、国際的視野を持って医学研究を

行い、医学・医療の発展に貢献することができる。 

７．情報・科学技術の活用 
個人情報保護等の情報リテラシーを備え、人工知能等の情報・科学技術に関する知識を有し、

医学研究・医療に活用することができる。 

８．生涯にわたって自律的に学ぶ姿勢 
生涯にわたって自己主導的に学ぶ姿勢を有し、他者とともに研鑽することができる。 

 

 

求める学生像 
本学の理念に基づき、高い教養と確固たる倫理観を備えた看護職の育成を目指しており、卒

業生が看護師、保健師、助産師として地域に貢献し、また看護職者としてのスペシャリストや

管理職、教育者・研究者として活躍できることを目標としている。そのため、看護職に必要な

学識・能力・技術を修得する素養を持ち、看護学の修得に真摯に、また熱意を持って取り組む、

次のような人材を求めている。 

１．看護学の修得に必要な幅広い基礎学力と応用力を有する者 

２．十分なコミュニケーション能力を持ち、協調性や他者への思いやりのある者 

３．能動的学習や生涯学習ができ、看護学の修得や課題の探究に真摯に取り組む者 

４．地域医療に深い関心や貢献する意欲を持つ者 

 

入学者選抜の基本方針 

「求める学生像」に沿った人材を選抜するために、一般選抜（地域医療枠を含む）、学校推

薦型選抜（地元医療枠を含む）を行っている。地域医療枠、地元医療枠では、滋賀県の医療に

情熱をもって従事しようとする者を望んでいる。 

 

１．一般選抜（前期日程） 

大学入学共通テスト、個別学力検査、面接及び調査書（地域医療枠は志願理由書を含む）を

総合して選抜を行う。大学入学共通テストによる学力評価に加え、個別学力検査では、「小論

文」で理解力、思考力及び表現力等の理論的に判断・推理を重ねて対象をとらえる力を測り、

面接及び調査書等の提出書類では論理性、協調性、コミュニケーション能力等を評価する。 
 
 

看護学科 アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針） 
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２．学校推薦型選抜 

学校長の推薦書、調査書、志願理由書並びに大学入学共通テスト、面接を総合して選抜を行

う。大学入学共通テストによる学力評価に加え、志願理由書等の提出書類や面接で学修の到達

度や高等学校在学中の様々な活動実績、志望の意欲や明確さ等を評価する。 
 
 

 
 

医学部看護学科では、ディプロマ・ポリシーに掲げる知識と技術の修得を可能とする教育課程

を以下のように編成し、提供します。 
 
１.  教育課程の編成の方針 

授業科目を教養科目、外国語科目、専門基礎科目Ⅰ・Ⅱ、看護専門科目Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・実習に

体系的に区分し、それらの授業形式として講義、演習及び実習を効果的に組み合わせて編成す

ることで、医療者として必要な知識や、実践的看護技術、倫理観及び科学的探究心を養うこと

を目標にした教育課程を策定する。 

 
２.  教育課程における教育・学修方法に関する方針 
〈全課程〉 

１．プロフェッショナリズム 
看護専門職者としての社会的な責任と倫理を身につけることを目的として、カリキュラム

を編成する。また、医療・看護学における倫理について学ぶ授業科目を４年間一貫して配置

することで、医療・看護活動や看護研究に関わる様々な倫理的課題に気づく力を養う。 

２．看護学の知識と技術 
看護専門職者として求められる知識と技術を理論と実践の統合をもって学習することを

目的とした「らせん型カリキュラム」を編成する。専門基礎科目から専門看護科目までの知

識の積み重ねと統合を繰り返し行えるよう科目を配置する。 

３．課題対応能力と看護実践能力 
知識の活用、技術の適用、思考過程の明確化に基づいて看護が実践されることを体験的に

知り、それらを統合的活用のできる能力を育成することを目的として、医療機関のみならず

地域の保健・医療・福祉施設との連携・協力のもと臨地実習科目を配置する。 

４．コミュニケーションと多職種連携 
看護専門職者を目指す本学の学生として求められる共通の素養である、高いコミュニケー

ション能力、人間や社会の多様性への理解を身につけることを目的として、カリキュラムを

編成する。具体的には、低学年次から地域の保健・医療・福祉施設や医学部附属病院におけ

る早期からの多職種連携教育を企画する。 

５．地域医療への貢献 
すべての学生が自ら設定したテーマによる研究活動の体験を通じて、看護学における独創

的かつ批判的に考える能力と研究に対する意欲や理解力を養う機会を確保するため、臨床的

知見を踏まえた看護学研究や論文作成の方法を教授する授業科目を配置する。また、国際的

視野の涵養を目指すため、継続的に外国語や国際保健に関する授業を実施するとともに、看

看護学科 カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針） 
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護学研究の一環として海外研修の機会を確保する。 

６．科学的探究心と国際的視野 
地域における保健・医療・福祉ニーズを把握するための基本的能力の修得を目的として、 

専門基礎科目Ⅱにおいて社会福祉制度・疫学・地域保健・地域ケアシステムに関する授業科

目を配置する。 
さらに、低学年時から地域に貢献する医療職としての実践的な能力の修得を目的として、 

看護専門科目において地域包括ケア、在宅療養支援や訪問看護サービスの提供について体系

的な理論を学ぶ授業科目、及び地域の訪問看護ステーション等における実習科目を配置する。 

７．情報・科学技術の活用 
発展し続ける情報化社会や人工知能等の情報・科学技術、またそれらと向き合うための 

倫理観を理解し、これらの理論・技術を正しく活用できるよう、4 年間を横断するように数

理科学・統計学・情報科学等に関する授業科目を配置する（「数理・DS・AI 時代の医療人育

成教育プログラム」）。 

８．生涯にわたって自律的に学ぶ姿勢 
看護専門職者として自律的学修を継続する能動的姿勢の涵養を目的として、4 年間の講義・

演習・実習を通してアクティブラーニングを取り入れたカリキュラムを編成する。 

〈保健師課程〉 
 公衆衛生看護活動における地域診断の基本的知識及び住民の健康課題の解決に必要な基 

本的技術を養うための授業科目を配置する 。 

〈助産師課程〉 
母子保健や女性の健康に関する課題について、助産師に求められる役割と責任を理解し必 

要な助産診断と助産技術を養うための授業科目を配置する。 

〈訪問看護コース〉 
   地域医療や地域包括ケアの中心的役割を担う看護専門職者に求められる知識、技術及び題 

解決力を養うための授業科目を配置する。 
   
 ３.学修成果の評価の方針 

シラバスに記載された学修目標について、筆記試験、実技試験、レポート等、多面的な評価 
方法により、それぞれの到達状況を客観的に評価する。 

また、教育課程レベルでは、ディプロマ・ポリシーに基づいて策定したアウトカムの達成状 
況によって学修成果を評価することに加え、看護学 OSCE、看護基本技術習得チェック表等よっ

ても随時学修成果を評価する。 
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医学部看護学科では、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間在学し、所定の単位

を修得し、次のとおり優れた知識と能力を身につけた学生に学士（看護学）の学位を授与します。 
 

〈全課程〉 
１．プロフェッショナリズム 

豊かな人間性と確固たる倫理観を備え、互いの立場を尊重し、看護のプロフェッショナルと

して社会の責任を遂行することができる。 

２．看護学の知識と技術 
多様な人々に対する看護に必要な知識と技術を身につけている。 

３．課題対応能力と看護実践能力 
科学的根拠に基づいた臨床判断能力を身につけ、良質かつ安全な看護を実践することができる。 

４．コミュニケーションと多職種連携 
コミュニケーション能力を自ら涵養し、看護の対象者や対象者を取り巻く人々、保健・医療・ 

福祉に関わる専門職と相互を尊重した良好な関係を築き、対象者の問題解決に向けて連携・協

力することができる。 

５．地域医療への貢献 
地域の保健・医療・福祉ニーズを把握し、地域医療に貢献できるとともに、すべての人々の

健康生活を支援することができる。 

６．科学的探究心と国際的視野 
知的好奇心を高め、専門職あるいは将来の研究者としての基本的研究手法等を修得すること

により、国内及び国際社会における看護・医療の発展に貢献する素養を身につけている。 

７．情報・科学技術の活用 
個人情報保護等の情報リテラシーを備え、人工知能等の情報・科学技術を利活用することが

できる。 

８．生涯にわたって自律的に学ぶ姿勢 
自己主導型学習能力や生涯学習態度を身につけ、他者とともに研鑽することができる。 

 
〈保健師課程〉 

人々の健康で文化的な生活を営む権利を保障するために、保健師の役割を理解し、主体的な

公衆衛生看護活動を行うことができる。 

〈助産師課程〉 
助産診断に基づく助産ケアの実践と分娩介助等の周産期医療において助産師に求められる

能力を身につけ、さらにウィメンズヘルスの支援をすることができる。 

〈訪問看護コース〉 
地域医療を深く理解し、地域包括ケアを担う看護専門職として支援できる。  

看 護 学 科  デ ィ プ ロ マ ・ ポ リ シ ー （ 卒 業 の 認 定 に 関 す る 方 針 ） 
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受験案内配付 9 月 2 日(月)～ 

入  学  者  選  抜  関  係  日  程   
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ※ 後期日程は、実施しておりません。 

  

学 校 推 薦 型 選 抜 一 般 選 抜（前 期 日 程） 

募集要項配付 11 月上旬頃に公表 

出願期間 11 月 1 日(金)～8 日（金) 出願期間 1 月 27 日(月)～2 月 5 日(水) 

試験日【医学科・看護学科】12 月 14 日(土) 

募集要項配付 9 月上旬頃に公表 

試験日【医 学 科】2 月 25 日(火) 
26 日(水) 

【看護学科】2 月 25 日(火) 

合格者発表 2 月 12 日(水) 合格者発表 3 月 7 日(金) 

入学手続期日 2 月 19 日(水) 入学手続期日 3 月 14 日(金) 

大学入学共通テスト 

出願期間 9 月 25 日(水)～10 月７日(月) 

大学入学共通テスト実施日  1 月 18 日(土)・19 日(日) 

追 試 験 実 施 日  1 月 25 日(土)・26 日(日) 
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入 学 者 選 抜 要 項 
 

 

 

学   科 入 学 定 員 

一 般 選 抜 募 集 人 員 学校推薦型選抜 
募 集 人 員 前 期 日 程 

後期日程 
一般枠 地域医療枠 一般枠 地元医療枠 

医 学 科  ９５ ５５ ５※ 募集しない ２４ １１ 
看 護 学 科 ６０ ４０ ５ 募集しない １０ ５ 

 
※ 医学科の「入学定員」及び「一般選抜（前期日程）」の【地域医療枠】は「経済財政運営と
改革の基本方針 2018」に基づき認められていた臨時増員です。こちらは令和７年度においても、
５名の増員を申請する計画をしています。なお、上記の表の入学定員及び募集人員は増員の希望
が認められた場合の数であり、変更となる場合もあります。 
このことについては、確定後あらためて、本学ホームページ（https://www.shiga-med.ac.jp/）等でお知ら

せします。 

〈医学科一般選抜（前期日程）〉 
 ※【地域医療枠 ５名（予定）】 

地域医療に強い意欲を持ち、滋賀県が設定する「滋賀県医師養成奨学金」を入学初年度より貸与

を受け、卒業後、滋賀県知事が指定する滋賀県内の病院で診療業務に従事するとともに、滋賀県医

師キャリアサポートセンターが定めるキャリア形成プログラムに参加する意思を持った者を募集す

る枠です。 
なお、合格基準に達した者が「地域医療枠」の募集人員を超えた場合は、一般枠においても選

考の対象となります。 
また、合格基準に達した者が「地域医療枠」の募集人員に満たなかった場合は、その募集人

員を一般枠に振り分けることは行わず、合格者は募集人員に満たない場合があります。 
 

〈医学科学校推薦型選抜〉 
【地元医療枠 １１名】 

滋賀県出身者（１２ページ参照）のうち、地元医療に強い意欲を持ち、滋賀県が設定する「滋

賀県医師養成奨学金」を入学初年度より貸与を受け、卒業後、滋賀県知事が指定する滋賀県内の

病院で診療業務に従事するとともに、滋賀県医師キャリアサポートセンターが定めるキャリア

形成プログラムに参加する意思を持った者を募集する枠です。 
なお、合格基準に達した者が「地元医療枠」の募集人員を超えた場合は、一般枠においても

選考の対象となります。 
また、合格基準に達した者が「地元医療枠」の募集人員に満たなかった場合は、その募集人員を

一般枠に振り分けることがあります。 
 

  

募 集 人 員 
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〈看護学科一般選抜（前期日程）〉 

【地域医療枠 ５名】 
地域医療に強い意欲を持ち、滋賀県が設定する「滋賀県看護職員養成奨学金」を入学初年度より

貸与を受け、卒業後、滋賀県内の病院で看護職としての業務に従事する意思を持った者を募集する

枠です。 
なお、合格基準に達した者が「地域医療枠」の募集人員を超えた場合は、一般枠においても

選考の対象となります。 
また、合格基準に達した者が「地域医療枠」の募集人員に満たなかった場合は、その募集人員を

一般枠に振り分けることがあります。 
 

〈看護学科学校推薦型選抜〉 

【地元医療枠 ５名】 
滋賀県出身者のうち、地域医療に強い意欲を持ち、滋賀県が設定する「滋賀県看護職員養成奨学

金」を入学初年度より貸与を受け、卒業後、滋賀県内の病院で看護職としての業務に従事する意思

を持った者を募集する枠です。 
なお、合格基準に達した者が「地元医療枠」の募集人員を超えた場合は、一般枠においても

選考の対象となります。 
また、合格基準に達した者が「地元医療枠」の募集人員に満たなかった場合は、その募集人員を

一般枠に振り分けることがあります。 
 

両学科の地元医療枠における滋賀県出身者とは、（１）又は（２）のいずれかに該当する者

です。 
 

（１）滋賀県内の高等学校若しくは中等教育学校を 
① 医学科においては令和５年度中に卒業した者及び令和６年度中に卒業した者又は

卒業見込みの者。 
② 看護学科においては令和６年度中に卒業した者又は卒業見込みの者。 

（２）本人又は父母、祖父母、未成年後見人のいずれかが、新たに入学する年度の４月１日

の１年前の日より前から、引き続き滋賀県内に住所を有する者。  
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実施方式

１．入学者の選抜は、一般選抜と学校推薦型選抜により行います。

２．一般選抜は、前期日程のみで行います。

３．入学者の選抜においては、当年度の大学入学共通テストの成績を利用します。

日程間の併願

１．本学の前期日程に出願する者は、前期日程グループに属する他の大学・学部には出願できません。 
２．本学の前期日程と他の大学・学部の後期日程は併願することができます。

Ⅰ．出願資格

次の各号のいずれかに該当する者で、令和７年度大学入学共通テストにおいて受験を要する教科・

科目（下表）を受験した者

１．高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者及び令和７年３月卒業見込みの者

２．通常の課程による１２年の学校教育を修了した者及び令和７年３月修了見込みの者

３．学校教育法施行規則第 150 条（第１号から第５号）の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認められる者及び令和７年３月３１日までにこれに該当する見込みの者

４．学校教育法施行規則第 150 条第７号の規定により、令和７年３月３１日までに１８歳に達する

者で、教育施設において修業年限３年以上、高等学校に準ずるカリキュラム及び卒業に必要な総

授業時数（例えば、平成１４年度以降卒業者については、2,590 単位時間以上（このうち、普通

科目については 420 単位時間以上））を有する課程を修了又は令和７年３月３１日までに修了見

込みと本学において認定した者（※）

※ 上上記記４４にによよりり出出願願をを希希望望すするる者者ににつついいててはは、、出出願願にに先先立立ちち本本学学のの出出願願資資格格審審査査にによよりり、、そそのの認認定定をを

受受けけるる必必要要ががあありりまますす。。詳詳細細ににつついいててはは、、２２００ペペーージジのの「「出出願願資資格格審審査査」」をを参参照照ししててくくだだささいい。。

試 験 実 施 方 式 等

一 般 選 抜 （前期日程のみ実施）
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大学入学共通テストで受験を要する教科・科目（一般選抜）

学 科 教 科 科  目 科目数 

医 学 科

国  語 『国語』 １

地理歴史

公  民

『地理総合，地理探究』、『歴史総合，日本史探究』、『歴史総合，世界
史探究』、『公共，倫理』、『公共，政治・経済』から１科目選択

（旧教育課程履修者に対する措置）

『旧世界史Ｂ』、『旧日本史Ｂ』、『旧地理Ｂ』、『旧倫理，旧政治・経
済』から１科目選択

１

数  学

『数学Ⅰ，数学Ａ』、『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の２科目

（旧教育課程履修者に対する措置）

『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』、『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』の２科目

２

理  科 「物理」、「化学」、「生物」から２科目選択 ２

外 国 語
『英語』（リスニングを含む）、『ドイツ語』、『フランス語』、

『中国語』、『韓国語』から１科目選択
１

情  報

『情報Ⅰ』

（旧教育課程履修者に対する措置）

『旧情報』

１

看護学科

国  語 『国語』 １

地理歴史

公  民

『地理総合，地理探究』、『歴史総合，日本史探究』、『歴史総合，世
界史探究』、『公共，倫理』、『公共，政治・経済』から１科目選択

（旧教育課程履修者に対する措置）

『旧世界史Ａ』、『旧世界史Ｂ』、『旧日本史Ａ』、『旧日本史Ｂ』、

『旧地理Ａ』、『旧地理Ｂ』、『旧現代社会』、『旧倫理』、

『旧政治・経済』、『旧倫理，旧政治・経済』から１科目選択

１

数  学

『数学Ⅰ』、『数学Ⅰ，数学Ａ』、『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』から１科
目選択

（旧教育課程履修者に対する措置）

『旧数学Ⅰ』、『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』、『旧数学Ⅱ』、『旧数学Ⅱ・旧
数学Ｂ』から１科目選択

１

理  科

『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』

（「地学基礎」を除く２つを選択解答）、

『物理』、『化学』、『生物』から１科目選択

１

外 国 語
『英語』、『ドイツ語』、『フランス語』、『中国語』、『韓国語』から

１科目選択
１

情  報

『情報Ⅰ』

（旧教育課程履修者に対する措置）

『旧情報』

１

（注）１．旧教育課程履修者に対する経過措置として、新教育課程による出題科目・科目選択の方法に加え、旧

教育課程から出題される科目を選択することができます。

２．地理歴史・公民から２科目を受験している場合は、第１解答科目の成績を採用します。

３．看護学科の「数学」について、複数の科目を受験している場合は、高得点の科目の成績を用います。 
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４．看護学科の「理科」について、

① 基礎を付した『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』を選択する場合においては、「物

理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」のうち、いずれか２つを選択解答してください。

② 理科から２科目を受験している場合は、第１解答科目の成績を採用します。

５．「外国語」で英語を選択する場合は、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。

Ⅱ．選抜方法等

１．個別学力検査等の日程

医  学  科 令和７年２月２５日（火）・２６日（水）

看 護 学 科 令和７年２月２５日（火）

２．選抜方法

入学者の選抜は、大学入学共通テスト、個別学力検査、その他及び調査書を総合して行います。

３．個別学力検査の実施教科・科目等

学  科 教 科 等 科  目  等

医 学 科

数  学 『数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学Ａ，数学Ｂ，数学Ｃ』

理  科
『物理基礎・物理』、『化学基礎・化学』、『生物基礎・生物』から

２科目選択

外 国 語
『英語コミュニケーションⅠ，英語コミュニケーションⅡ，

英語コミュニケーションⅢ，論理・表現Ⅰ，論理・表現Ⅱ，

論理・表現Ⅲ』

そ の 他 個人面接、グループワーク

看護学科
小 論 文 資料（英文を含む）に基づいて論述させ、理解力、思考力及び表現力

等を評価する。

そ の 他 グループディスカッション

注１．旧教育課程を履修した高等学校卒業者等に対しては、出題する問題の内容によって配慮

します。

２．数学の出題範囲は次のとおりとします。

「数学Ⅰ」、「数学Ⅱ」、「数学Ⅲ」、「数学Ａ」は全範囲から出題します。

「数学Ｂ」は「数列」、「数学Ｃ」は「ベクトル」と「平面上の曲線と複素数平面」から

出題します。

３．理科の出題範囲は次のとおりとし、各科目間で不利が生じないよう配慮します。

『物理基礎・物理』は「物理基礎」、「物理」の全範囲から出題します。

『化学基礎・化学』は「化学基礎」、「化学」の全範囲から出題します。

『生物基礎・生物』は「生物基礎」、「生物」の全範囲から出題します。

４．小論文は、英文からの出題を含みます。

５．医学科の個人面接・グループワークは、将来、医師又は研究者となるにふさわしい資質・適

性の観点から評価します。なお、必要に応じて当日２次面接を行う場合があります。

６．看護学科のグループディスカッションは、将来、看護師、保健師、助産師又は研究者となる

にふさわしい資質・適性の観点から評価します。
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７．① 本学のアドミッション・ポリシーを実現するため必要と認める範囲で「入試過去問題活用

宣言」に参加している大学の入試過去問題を使用して出題することがあります。 
ただし、必ず使用するとは限りません。 

② 入試過去問題を使用する際は、そのまま使用することも、一部改変することもあります。

また、使用した過去問題については、入試終了後、受験者に分かるような形で公表します。 
③ 「入試過去問題活用宣言」についての詳細及び参加大学の一覧については、次の URL で 
公表されています。http://www.nyushikakomon.jp 

 
４．大学入学共通テストと個別学力検査等の配点 

学  

科 区   分 国 語 地理歴史 
公民 数 学 理   科 情 報 外国語 小論文 面 接 合 計 

医 
学 
科 

大 学 入 学 
共 通 テ ス ト 200 100 100 

※2 
100 
※2 

50 
※3 

100 
※1,2 － － 650 

個 別 学 力 検 査 － － 200 100 100 － 200 － ※4 600 

看 
護 
学 
科 

大 学 入 学 
共 通 テ ス ト 200 100 100 100 50 

※3 
200 
※1 － － 750 

個 別 学 力 検 査 － － － － － － 300 ※4 300 

（注）※１．大学入学共通テストにおいて外国語『英語』を選択した場合、「リーディング」100
点、「リスニング」100 点、計 200 点満点を「リーディング」160 点、「リスニング」

40 点、計 200 点満点に換算して利用します。「リスニング」を免除された者について

は、「リーディング」の点数を 200 点満点に換算して利用します。 
２．医学科は大学入学共通テストの教科「数学」、「理科」及び「外国語」における各科目の

得点を２分の１に圧縮します。 
３．両学科ともに、大学入学共通テストの教科「情報」における得点を２分の１に圧縮しま

す。 
４．面接は、段階評価を行い、その評価が一定の基準に満たない場合は、総合点の如何に

かかわらず不合格とします。 

５．２段階選抜の実施 

各学科において、志願者が募集人員の約４倍を超え、個別学力検査等を適切に実施することが

困難である場合は、大学入学共通テスト（各学科が指定する教科・科目〔医学科６教科８科目 

950 点満点、看護学科６教科６科目 750 点満点〕）の成績により第１段階選抜を行うことがあり

ます。この場合、第１段階選抜の合格者について個別学力検査等を実施します。 

なお、両学科ともに、第１段階選抜を行う場合も、外国語『英語』の配点についてはリーディ

ングとリスニングの比率を４：１に換算します。また、大学入学共通テストの教科「情報」にお

ける得点を２分の１に圧縮します。 

 

６．出願期間 

医  学  科 
 令和７年１月２７日（月）～２月５日（水） 

看 護 学 科 
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Ⅰ．実施学科等

学  科
募 集 人 員

選  抜  期  日
一般枠 地元医療枠

医  学  科 ２４ １１
令和６年１２月１４日（土）

看 護 学 科 １０ ５

（備考）

地元医療枠に関する詳細は、１１・１２ページを参照してください。

Ⅱ．出願資格等

１．医学科

出願資格

高等学校若しくは中等教育学校を令和５年度中に卒業した者及び令和６年度中に卒業

した者又は卒業見込みの者で令和７年度大学入学共通テストにおいて、本学が指定した

教科・科目（１８ページ参照）を受験し、かつ、次の出願要件を満たす者

出願要件

１．出身学校における学習成績、人物について、本学が求める人材（将来の医師又は研究者

にふさわしい優れた能力・人格を有し、更に本学志願の動機が明確であり、積極性に富ん

でいる者）であると学校長が責任を持って推薦できる者

２．スポーツ・文化活動やボランティア活動等を通して、充実した学校生活を送った者

３．出身学校において物理、化学及び生物から２科目以上履修（見込みを含む）した者

（理数科にあっては、理数物理、理数化学及び理数生物のうち２科目以上）

４．出身学校における調査書の学習成績概評がＡ段階の者

５．合格した場合は、入学を確約できる者

推薦人員 １高等学校若しくは１中等教育学校の学校長が推薦し得る人員に、制限は設けません。 

２．看護学科

出願資格

高等学校若しくは中等教育学校を令和６年度中に卒業した者又は卒業見込みの者で令

和７年度大学入学共通テストにおいて、本学が指定した教科・科目（１８ページ参照）

を受験し、かつ、次の出願要件を満たす者

出願要件

１．出身学校における学習成績、人物について、本学が求める人材（将来の看護師、保健

師、助産師又は研究者にふさわしい優れた能力・人格を有し、更に本学志願の動機が明

確であり、積極性に富んでいる者）であると学校長が責任を持って推薦できる者

２．スポーツ・文化活動やボランティア活動等を通して、充実した学校生活を送った者

３．出身学校における調査書の全体の評定平均値が 4.0 以上の者 
４．合格した場合は、入学を確約できる者

推薦人員 １高等学校若しくは１中等教育学校の学校長が推薦し得る人員に、制限は設けません。 

学 校 推 薦 型 選 抜

− 17−



 - 18 - 

大学入学共通テストで受験を要する教科・科目（学校推薦型選抜） 

学 科 教 科 科               目 科目数 

医 学 科 
 

国  語 『国語』 １ 

地理歴史 
公  民 

『地理総合，地理探究』、『歴史総合，日本史探究』、『歴史総合，世界
史探究』、『公共，倫理』、『公共，政治・経済』から１科目選択 

（旧教育課程履修者に対する措置） 
『旧世界史Ｂ』、『旧日本史Ｂ』、『旧地理Ｂ』、『旧倫理，旧政治・経
済』から１科目選択 

１ 

数  学 
『数学Ⅰ，数学Ａ』、『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の２科目 

（旧教育課程履修者に対する措置） 
『旧数学Ⅰ・旧数学Ａ』、『旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ』 

２ 

理  科 「物理」、「化学」、「生物」から２科目選択 ２ 

外 国 語 『英語』必須（リスニングを含む） １ 

情  報 
『情報Ⅰ』 

（旧教育課程履修者に対する措置） 
『旧情報』 

１ 

看護学科 

国  語 『国語』 １ 

地理歴史 
公  民 

『地理総合，地理探究』、『歴史総合，日本史探究』、『歴史総合，世
界史探究』、『公共，倫理』、『公共，政治・経済』から１科目選択 １ 

数  学 『数学Ⅰ』、『数学Ⅰ，数学Ａ』、『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』から１科
目選択 １ 

理  科 
『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』 
（「地学基礎」を除く２つを選択解答）、 
『物理』、『化学』、『生物』から１科目選択 

１ 

外 国 語 『英語』必須（リスニングを含む） １ 

情  報 『情報Ⅰ』 １ 

（注） １. 旧教育課程履修者に対する経過措置として、新教育課程による出題科目・科目選択の方法に加え、

旧教育課程から出題される科目を選択することができます。 
２. 地理歴史・公民から２科目を受験している場合は、第１解答科目の成績を採用します。 
３. 看護学科の「数学」について、複数の科目を受験している場合は、高得点の科目の成績を用います。 
４. 看護学科の「理科」について、 

① 基礎を付した『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』を選択する場合においては、

「物理基礎」、「化学基礎」、「生物基礎」のうち、いずれか２つを選択解答してください。 
② 理科から２科目を受験している場合は、第１解答科目の成績を採用します。 

５. 外国語は『英語』を必須とし、リーディング及びリスニングの両方を受験してください。 
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Ⅲ．選抜方法 
１．医学科  

学校長の推薦書、調査書、志願理由書並びに大学入学共通テストの成績、小論文、面接を総合して合

格者を決定します。 

   実施教科等 

教 科 等 備                 考 

小 論 文 資料に基づいて論述させ、理解力、思考力及び表現力を評価する。 

面  接 グループディスカッションにより将来、医師又は研究者となるにふ

さわしい資質・適性の観点から評価する。 

 
２．看護学科  

学校長の推薦書、調査書、志願理由書並びに大学入学共通テストの成績、面接（グループディスカッ

ション）を総合して合格者を決定します。 

面接は、グループディスカッションとし、将来、看護師、保健師、助産師又は研究者となるにふさわ

しい資質・適性の観点から評価します。 

 
Ⅳ．一般選抜への出願 

学校推薦型選抜に出願した者は、不合格となった場合に備え、前期日程グループから１つ、

後期日程グループから１つの合計２つの大学・学部等に出願することができます。 

 

Ⅴ．出願期間 

医  学  科 
 令和６年１１月１日（金）～１１月８日（金）  

看 護 学 科 

（注） 国公立大学の学校推薦型選抜（大学入学共通テストを課す場合、課さない場合を含めて）

へ出願することができるのは、１つの大学・学部です。 
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一般選抜の出願資格の４（１３ページ参照）により出願を希望する者については、出願に先立

ち、次により出願資格審査を受け、その認定を受ける必要があります。

１．申請書類

（１）出願資格認定審査申請書（本学所定の用紙、巻末に綴込み）

（２）学校等の概要（目的、正規生徒数、修業年限、教育課程、教科・科目の概要等が記載されたもの）

（３）履修したカリキュラム（教科・科目名、単位数等が記載されたもの）

（４）卒業（修了）証明書又は卒業（修了）見込証明書

（５）成績証明書

（６）その他の取得した資格を確認できる書類

（７）その他本学が審査に必要とする書類（他の書類受領後、必要に応じ追加提出を求めること

があります。）

（８）審査結果通知用封筒（長形３号封筒に住所・氏名を明記し、344 円分の切手を貼付したもの） 

２．申請期間

１回目 令和６年８月１３日（火）～８月１９日（月） 午後５時まで（必着）

２回目 令和７年１月２０日（月）～１月２２日（水） 午後５時まで（必着）

いずれかの期間に申請してください。ただし、２回目については、令和７年度大学入学共通テスト

を受験した者に限ります。期間以外は、理由の如何にかかわらず、申請は一切受け付けません。

３．申請書類の提出先

〒520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

滋賀医科大学 学務課入試室入学試験係  電話 077-548-2071（直通） 

なお、郵送する場合は、書留郵便とし、その封筒の表に「出願資格認定審査申請書在中」と

朱書してください。

４．資格審査の方法

資格審査は、提出された申請書類に基づき総合的に行います。

５．審査結果

審査結果の通知は、（１回目）令和６年９月１３日（金）、（２回目）令和７年１月２７日（月）ま

でに申請者宛に発送します。出願資格を認定された場合は、出願手続を行ってください。

出 願 資 格 審 査
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一般選抜において、障害を有する等、受験上及び修学上の配慮を必要とする可能性がある入学志願者の

ための事前相談を行いますので、相談を希望する場合は、あらかじめ申し出てください。

 なお、学校推薦型選抜における申し出については、令和６年９月上旬に公表予定の学生募集要項で通

知します。

１．期 限

令和６年１２月１６日（月）

なお、障害等の程度が軽度の場合は、令和７年１月１６日（木）までとします。

また、不慮の事故等で期限後に相談が必要となった場合は、できるだけ早く連絡してください。 

２．方 法

下記の事項を記載した申請書（様式は任意）、令和７年度大学入学共通テストにおける「受験上の

配慮事項決定通知書（写）」及び健康診断書を提出することとし、必要な場合は、本学において志願

者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との面談等を行います。

申請書に記載する事項

（１）志願者の氏名、住所（連絡先電話番号も記載してください。）

（２）志願学科

（３）障害等の種類・程度

（４）受験上の配慮を希望する事項

（５）修学上の配慮を希望する事項

（６）出身学校でとられていた配慮事項

（７）日常生活の状況

３．連絡先

〒520-2192  滋賀県大津市瀬田月輪町 
滋賀医科大学 学務課入試室入学試験係 電話 077-548-2071（直通） 

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、次のとおり取り扱いますので、予めご了承

ください。

１．個人情報については、「個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人滋賀医科大学個人情報

保護規程」に基づいて取り扱います。

２．出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選抜実施）、

②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します。

３．入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料作成のために利用します。

４．合格判定資料作成業務（氏名・住所を除く）での利用に当たっては、一部の業務を本学から当該業務

の委託を受けた業者（以下、「受託業者」という。）において行うことがあり、受託業者に対して、委

託した業務を遂行するために必要となる限度で、匿名化された個人情報の全部又は一部を提供します。 

５．国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、氏名、本学の受験番号、

大学入学共通テストの受験番号、合否及び入学手続に関する個人情報を、独立行政法人大学入試センター

及び併願先の国公立大学に送付します。

６．出願書類等に記載された個人情報は、入学者のみ①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健

康管理、奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために利用します。

障害等のある入学志願者との事前相談

個 人 情 報 の 取 扱 い
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入試に関する細目を記載した学生募集要項及び出願書類について、学校推薦型選抜は令和６

年９月上旬に、一般選抜は令和６年１１月上旬に、それぞれ公表の予定です。次のいずれかの

方法により資料請求してください。

１．本学ホームページから請求する

本学ホームページ（https://www.shiga-med.ac.jp）の「入試情報」→「資料請求」から「テレ

メール」または「モバっちょ」へアクセスして大学案内及び学生募集要項等の資料請求ができま

す。

２．「テレメール」に直接アクセスして請求する

①下記の方法で テレメールにアクセスしてください。

インターネットの場合
hhttttppss::////tteelleemmaaiill..jjpp
パソコン、スマートフォン、携帯電話 

②資料請求番号（６桁）を入力してください。

資  料  名 資料請求番号 発送開始日

大学案内 ５６４３９２ 発送受付中

学校推薦型選抜学生募集要項 ５６４４３２ ９月上旬

学校推薦型選抜学生募集要項＋大学案内 ５４４４３２ ９月上旬

③ガイダンスの指示に従ってお届け先を登録してください。
※料金はお届けする資料に同封の料金支払い用紙をご確認のうえ、表示料金をお支払いください。 
※テレメールによる請求方法についての問い合わせ先は、テレメールカスタマーセンター

電話 050-8601-0102（9：30～18：00）です。

３．「モバっちょ」に直接アクセスして請求する

インターネットから
hhttttppss::////ddjjcc--mmbb..jjpp//sshhiiggaa--mmeedd22// 
パソコン、スマートフォン、携帯電話 

※資料請求代金と支払手数料が必要です。
※モバっちょによる請求方法についての問い合わせ先は、モバっちょカスタマーセンター

電話 050-3540-5005（平日 10：00～18：00）です。

４．大学にメールやＦＡＸで請求する 
学務課入試室メールアドレス（hqnyushi@belle.shiga-med.ac.jp）またはＦＡＸ（077-548-

9644）で大学案内及び学生募集要項が請求できます。 
※学務課入試室に直接請求する場合も送料が必要です。詳しくは本学ホームページをご覧いただ

くか、上記学務課入試室メールアドレスにお問い合わせください。

５．大学に直接訪問して受領する

平日の９時～１７時の間、学務課入試室（総合研究棟１階）の窓口で交付しています。

※時間外、土日祝日及び年末年始における交付は、「本学附属病院玄関守衛室」で行っていま
す。学務課入試室では行っておりませんので、ご注意ください。

学生募集要項の請求方法

※バーコードから
アクセスした場合
は資料請求番号の
入力は不要です。
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整理番号

令令和和７７年年度度  滋滋賀賀医医科科大大学学出出願願資資格格認認定定審審査査申申請請書書
（一般選抜の出願資格の４により出願を希望する場合のみ提出してください。）

令和  年  月  日

滋賀医科大学長 殿

貴学への入学を希望します。

ついては、出願資格の認定を受けたいので、所定の書類を添えて申請します。

氏名
ふりがな

  男・女

（西暦   年）

 昭和

 平成

現 住 所
〒

連 絡 先 電話 － －   携帯電話 －  －

履

歴

学習歴

（小学校

又は同等

の教育施

設入学か

ら記入）

自 年  月  日

至 年  月  日

自 年  月  日

至 年  月  日

自 年  月  日

至 年  月  日

自 年  月  日

至 年  月  日

自 年  月  日

至 年  月  日

職 歴

自 年  月  日

至 年  月  日

自 年  月  日

至 年  月  日

自 年  月  日

至 年  月  日

免許・

資格等

年  月  日  第 号

年  月  日  第   号

年   月   日生
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一般選抜において、障害を有する等、受験上及び修学上の配慮を必要とする可能性がある入学志願者の

ための事前相談を行いますので、相談を希望する場合は、あらかじめ申し出てください。 

なお、学校推薦型選抜における申し出については、令和２年９月上旬に公表予定の学生募集要項で通

知します。 

１．期 限 
令和２年１２月１１日（金） 

なお、障害等の程度が軽度の場合は、令和３年１月１４日（木）までとします。 

また、不慮の事故等で期限後に相談が必要となった場合は、できるだけ早く連絡してください。 

２．方 法 
下記の事項を記載した申請書（様式は任意）、令和３年度大学入学共通テストにおける「受験上の

配慮事項決定通知書（写）」及び健康診断書を提出することとし、必要な場合は、本学において志願

者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との面談等を行います。 

申請書に記載する事項 
（１）志願者の氏名、住所（連絡先電話番号も記載してください。）  
（２）志願学科 
（３）障害等の種類・程度 
（４）受験上の配慮を希望する事項 
（５）修学上の配慮を希望する事項 
（６）出身学校でとられていた配慮事項 
（７）日常生活の状況 

３．連絡先 
〒520-2192 滋賀県大津市瀬田月輪町 

滋賀医科大学 入試課入学試験係 電話 077-548-2071（直通） 
 

 

本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報については、次のとおり取り扱いますので、予めご了承

ください。  

１．個人情報については、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人

滋賀医科大学の保有する個人情報の適切な管理のための措置に関する規程」に基づいて取り扱います。 

２．出願書類等に記載された氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選抜実施）、

②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します。 

３．入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料作成のために利用します。 

４．合格判定資料作成業務（氏名・住所を除く）での利用に当たっては、一部の業務を本学から当該業務

の委託を受けた業者（以下、「受託業者」という。）において行うことがあり、受託業者に対して、委

託した業務を遂行するために必要となる限度で、匿名化された個人情報の全部又は一部を提供します。 

５．国公立大学の分離分割方式による合格及び追加合格決定業務を円滑に行うため、氏名、受験番号、大学

入学共通テストの受験番号、合否及び入学手続に関する個人情報を、独立行政法人大学入試センター及び

併願先の国公立大学に送付します。 

６．出願書類等に記載された個人情報は、入学者のみ①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健

康管理、奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うために利用します。 

障害等のある入学志願者との事前相談 
 

個 人 情 報 の 取 扱 い 




